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要旨 

パキスタンのパンジャブ州において、公立学校への就学が児童労働に与える因果関係を

調査した。アプローチとして、無料の教科書の受け取りと公立の初等教育施設へのアク

セスを、公立学校への就学のための手段として用いることになる。2007/08 年の多重指

標クラスター調査のデータを用いて分析を行った。 

その結果、公立学校への就学が児童労働の代わりになることが示唆された。平均して、

ある世帯の就学率が 1％ポイント上昇すると、有給労働時間数が 5％ポイント近く減少

する可能性がある。この代替可能性は、貧困層、都市部の男性の子どもの間で最も高い。

さらに、児童労働の発生率は、大規模な貧困家庭ほど高い。学校教育が児童労働を減ら

すために効果的に利用できることを示唆している。このように、学校教育はそれ自体が

目的ではなく、児童労働活動の減少というプラスの波及効果があるために重要である。

そのため、政府はコストを削減し、学校教育の魅力を高めるようなプログラムへの投資

を続けていくことが求められる。  

 

子どもたちは、我が国に有望な未来を提供しています。その可能性を実現できるかどう

かは、子どもたちがどのようなスキルや機会を得られるかに大きく左右されます。教育

は、彼らのスキルや能力を高めるだけでなく、児童労働の削減という形でプラスの外部

性をもたらすことで、望ましい成功への鍵を提供することができます。 

 


